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 哺乳類の皮膚表皮は内側から主に基底層 (SB)、有棘層 (SS)、顆粒層 (SG)、角質層 (SC) の 4
層からなる。SBでは細胞増殖が起こり、上層に移動し SSにおいて分化する。SGで更に分化が






グリンの状態で SG1-3に発現し、細胞内の KHGsに局在する。SG1から SCへの移行中にプロフ
ィラグリンは切断され、モノマーのフィラグリンになる。このフィラグリンは SCの下層でケラ
チンを束化し、束化されたケラチンは SCの機械的な強さに貢献する高密度のケラチンフィラメ
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次に in vivoエレクトロポレーション法を用い、mCherry-K1 を Hos:HR-1マウス (10-12週齢、オス) の SG












行なった。その結果、Flg+/+--SG 細胞のmCherry-K1 蛍光シグナルはより大きな周期長 (1µm以上) の構
造物から得られるシグナルを示し、Flg-/--のそれは大部分が小さな (1µm以下) 周期長に由来した。フーリ
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スの間で有意な違いがあることが明らかになった。 
【考察】 












有することが示唆された。このような In vivo でのSG細胞のケラチンの可視化は、ケラチンネットワーク
の形態に基づいたSCのバリア機能評価に将来的に応用できる可能性が考えられる。 
 
